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STONE-CONTAINING PYELOCALICEAL  DIVERTICULUM  : 

              A CASE REPORT
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   We report a case of stone-containing pyelocaliceal diverticulum. A 68-year-old man  was 

admitted for extensive investigation of microscopic hematuria on January 12, 1983. A cluster 

of numerous small calcifications was disclosed in the left renal region on an abdominal plain 

film and the case was considered to  he of stones in the left kidney. An excretory pyelogram 

showed that the stones were away from the collecting system of the left kidney. Through 

partial nephrectomy, 107 stones were removed on January 21, 1983. Histological examination 
of the surgical specimen revealed pyelocaliceal diverticulum. The stones were found to  consist 

of calcium oxalate and calcium phosphate by infrared spectrophotometry. In addition to these 

components, a small amount of magnesium was detected by X-ray microanalysis. A scanning 

electron microscopic study of the cut surface of the stones disclosed the presence of a granular 

core identified as urate and calcium oxalate,  concentric laminations of crystallized substances 

in the mid-zone and laminations of amorphous substances in the outer layer. 

Key  words  : Pyelocaliceal diverticulum, Multiple stones, Scanning electron microscopy

緒 言

腎孟腎杯憩室 はまれ な疾患 ではな く,1977 年に長 沼

ら1)は171例 を集計 し,そ の後 も堀 ら2)の11例 をは じ

め相次いで報告 され,現 在 では200例 前後に達 してい

る.本 症の主要 な合併症は結石形成お よび感染症 であ

り3),結石は憩室内多発例が多い とされ ている3・4).今

回われわれは,107個 の結石 を有 した腎盂 腎杯憩室症

例を経験 し,そ の結 石を走査型電子顕微鏡を用いて観

察 したので報告する,

症 例

患者:68歳,男 性

主訴1顕 微鏡的血 尿

既往歴=54歳 時 胃潰瘍にて 胃部分切除術,66歳 時 よ

り糖尿病を指摘 され る,

家族歴1特 記すべ きことなし

現病歴:1981年10月,検 診にて主訴を指摘され近医

を受診 し,左 腎盂 腎杯憩室結石を疑われ た.自 覚症状

は まった く認 めておらず,1ヵ 月 ごとの経過観察 を受
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Fig.1.Anabdominalplainfilmshowinga

ClusterOfnumerousSmallCalCi丘catiOnS

intheleftrenalregion.

け て いた 。1983年1月12日 に 精査 加 療 を 目的 に 公 立能

登 総 合 病 院 泌 尿器 科 に 入 院 した.

入 院 時 現 症:上 腹 部 に 胃潰 瘍 の手 術 搬 痕 を認 め る以

外 に 特 記 す べ き こ とな し.

入 院 時 検 査 成績:末 梢 血 検 査正 常,血 中 電 解 質,肝

機 能異 常 な し,腎 機 能検 査;BUN19mg/dl,ク レァ

チ ニ ンo.8mg/dl,24時 間 内 因性 ク レアチ ニ ン ク リア

ラ ンス84.4ml/min,PSP31.4%(15分),68.2%

(120分),尿 所 見;pH6.5,蛋 白(一),糖(冊),

ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン(±),潜 血(十),赤 血 球8-10/

hpf,白 血 球0～1/hpf,尿 中電 解 質 排 泄 量 異 常 な し,

尿細 胞 診classI-II.

X線 学 的 検 査=KUBで 左 腎部 に 一 致 して22×17

・nmの 桑 の実 状 の石 灰 化 陰 影 が 認 め られ(Fig.1),

DIPで は そ の陰 影 は 中 腎 杯 上外 側 に 位 置 し てお り,

そ の部 へ の造 影 剤 の排 泄 は 認め られ な か った(Fig.

2).立 位 像 に お い て は石 灰 化 陰 影 の 形 状に 変 化 は認 め

られ なか った.

以上 よ り左 腎 孟 腎 杯憩 室 結 石 も し くは 左 腎嚢 胞 結 石

を疑 い,ま た 血 尿 の 原 因精 査 の腎 生 検 を も兼ね て1983

年1月21日 に 手 術 を 施 行 した.

手術 所 見 ・左 腰 部 斜 切 開に て左 腎 に 達 す る と,腎 前

面に 結 石 が 透 け て 見 え る 嚢 胞様 部 分 が 観 察 され そ の部

Fig.2.Anexcretorypyelogramshowingthe

calcificationsinthcleftkidneyaway

fromthecollectingsystern.

を含めて腎部 分切除術を施行 した.

病理組織学的所見:切 除標本の内腔面 は平滑で組織

学的に は移行上皮 でおおわれ,そ の直下にthyroidi-

zationを 示 す尿細 管が認め られた(Fig.3).糸 球体

には異常所見 は認め られなか った.

結 石成 分お よび走査型電子顕微鏡的観察:腎 孟腎杯

憩室内には径1～5mmの 多面体か ら球状 を 呈する

Io7個の結 石が含 まれ ていた(Fig.4).赤 外線分析に

よる結石成 分は,大 小の結石 とも蔭酸 カルシ ウムと燐

酸 カル シウムよ りな り,蔭 酸 カルシウムが中心部 で65

～70% ,外 殻部で90～95%を 占めていた.X線 微小部

分析(Micro.X7000X.rayenergyspectromctry,

Kevex,USA)で は中心部,中 間部で カルシ ウムおよ

び燐が大部分を占め,ご く一部 でマグネ シウムの含有

が認め られ,外 殻部では カルシ ウム成分が大部分であ

った.

走査型電子顕微鏡(HFS-II型,日 立,東 京)を

用いて結石 の割断面を観察す る と,結 石は中心部,中

間部お よび外殻部 の3層 よ り成 って いた(Fig.5).

強拡大では,核 部 の中央 に尿酸結 晶 と思われ る 電哩サボ

テン様"の 微小単位お よび荏酸 カルシウムと思われる

結晶が認め られ(Fig.6),そ の近傍 部 では 蔭酸 カル

シゥムや燐酸 カルシウムよ り成 る部分が観察 された.
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Fig.4.Stonesremovedfromthepyelocalicealdiverticulum.

さらに,そ れ らの周囲および中間部では結晶層が観察

され(Fig.7),外 殻部では均一無構造 層が 同心 円状

に重な り多層構造を示 していた(Fig.8).

考 察

腎実 質 内に 発 生す る 内面 を 移 行 上 皮 で 被 わ れ た嚢 胞

性 疾患 は 一般 に 腎 杯 憩 室(calicealdiverticulu・n)5・6)

と呼ば れ,IVPで 発 見 され る頻 度 は0.21～0.45%3,4)

とされ て い る.本 症 の 成 因 と しては 中 腎 管 の 頭 側 か

ら伸 び て きた 尿管 芽 の 分岐 が 消 失 ・せず に 残 り,尿 の

backpressurcで 拡 張 した とす る先 天 的 発 生 異 常 説6)

が 有 力 で あ り,さ らに 初 期 の分 岐 の さいに 生 じた もの

を 腎 孟 と交通 す る憩 室(pyelogeniccyst)7)第3～

4次 の 分 岐 の さ いに 生 じた もの を 腎 杯憩 室6)と 区 別 さ

れ る こ とも あ る,し か し,両 者 の 間に 組 織 学 的 差 異 は

み られ ず,臨 床 上,嚢 胞 性病 変 の 局在 す る部 位 に よ り

症 状 の 有 無 が 決 ま る こ とが 多 い こ とか ら,Wulfsohn8)

は 本 症 を 腎 孟 腎 杯 憩室(pyelocalicealdivcrticulum)

と総 称 し,小 腎 杯や 腎 杯 峡 部 と連 な り腎 の極 部 に 存 在

し,1～ 数cmの 大 き さで ほ とん ど無 症 状 であ る憩 室

をtypeL腎 孟 や 大 腎 杯 と連絡 し,大 き くな って 症

状 を 発 現す る こ とが 多 く腎 の 中央 部 に位 置 して い る憩
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Flg.b.ticannlngelectronmicrographofthecenterofthestone

nucleus,consistingofurate(blackarrow)andcalcium

oxalate(whitearrow).Reducedfrom×5,000.

室をtypeIIと 分類す ることを 提 唱 している.著 老

も臨床症状の 発現 を 重視す る 観点か ら,Wulfsohn3)

の考えに従 った。

腎孟腎杯憩室に結石が合併す る頻度は9.5～56%1・4)

で,そ の多 くは多発性 とされている.結 石 の憩室内発

生 の機序については,腎 孟腎杯憩室 自体に分泌能はな

いとされていることか ら,結 石形成に十分 な量の尿中

成分が憩室内に存在す るためには尿路 との交通路を通

って,微 小な結 石原基 を含む結石成 分が尿 とともに憩

室 内へ供給 される ものと考え られ る.そ して,正 常な

腎孟腎杯内では尿 と ともに 尿管へwashoutさ れ る

結石原基が,流 れの乏 しい憩室 では まず砂状の沈澱を

形成 し,そ の後時間の推移 とともに成長 して多発性結

石 となるもの と考え られる.

尿路結石の発生 機 転お よび そ の成長 に ついては 近

年,走 査型電子顕微鏡を用 いて観察 しよ うとす る試み

がなされ てい る.河 田 ら9)は実験的に蔭酸塩結石 を作

製 し,変 性上皮細胞や蛋白質か ら成 るmatrixに 結晶

が付着 し,結 石原基を形成す ることを観察 してい る.

自験例 では あ きらかなmatrixは 観察 で き なか った
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Fig.8。

懸難_
Scanningelectronrnicrographshowingconcentriclaminations

ofamorphoussubstancesilltheouterlayer.Reducedfrom

×5,000.

が,尿 酸と思われ る 微小結 晶の集合を 認めた ことよ

り,結 石原基 の形成に 尿酸が関与 している可能性が考

えられ た.文 献的には蔭酸塩結石 の形成に尿中尿酸の

関与が指摘 されてお り10),と くに尿酸 ナ トリウムが蔭

酸カル シウム結晶の 核 として 注 目され て い る11).な

お,種 々の結晶成分が同心円状 多層構造を示 した こと

は,半 閉鎖状態にある憩室の内溶液成 分が周期的に変

化 したことを反映 している と考え られ,尿 路 と憩室 と

の交通路 を通 じて流入す る尿量,成 分,pHな どが結

石成長速度に大 きく関与す ることを示唆 しているもの

と考えられた.と くに感染や憩室周囲組織の炎症が合

併 している場合には,憩 室内 溶液成分が 大 き く変化

し,結 石増大に有利に働 くもの と予想 され る.こ とに

X線 微小部分析 での マグネ シウムの存在は尿素分解菌

に よ り作 られたstruvite結 石の混在を示唆す るもの

で,結 石成長過程におけ る感染介在 を示 しているもの

と考 え られた.均 一無構造層については著者 の1人 で

ある平野 ら12)はmilkofcalciumrenalstoneの 観

察で憩室 の完全閉鎖に ともな う内溶液 の コロイ ド化に

由来す るこ とを指摘 してお り,自 験 例で も最終的に憩

室が閉鎖 した あと,内 溶液 のコ ロイ ド化 が生 じ各 々の

成分が別々に結 晶化 できずに均一無構造層を形成 した
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もの と推察 された.

結 語

泌尿紀要31巻9号1985年

68歳 男性にみ られた多発結 石を ともなった腎孟腎杯

憩室の1例 を報告 し,結 石発生お よびそ の成長過程を 三

中心に若干の考察を加えた.

稿を終え るに あた り,恩 師久住治 男教授 の御 校閲に深謝 し

ます.な お本稿 の要 旨は第318回 日本泌 尿器科 学会北陸地方

会 において発表 した.
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